
 

 

秋田けやき会訪問介護ステーション  

重 要 事 項  

 

１ 事業者  

  法 人 名         社会福祉法人秋田けやき会  

  法 人 所 在 地         秋田県秋田市御所野下堤五丁目１番５号  

  電 話 番 号         ０１８－８２６－０６５１  

  代 表 者 氏 名         理事長 秋山 尚子  

  設 立 年 月 日         平成７年８月１日  

  事業者が行っている他の事業  

           当事業者では、次の事業もあわせて実施しています。  

           ［介護老人福祉施設］         （定員１０６名）  

           ［地域密着型介護老人福祉施設］    （定員 ２９名）  

           ［短 期 入 所 生 活 介 護           ］           （定員 １４名）  

           ［通 所 介 護           ］           （定員 ４０名）  

           ［居 宅 介 護 支 援 事 業           ］  

           ［地域包括支援センター］  

                      ［軽費老人ホーム ケアハウス］    （定員１００名）  

 

２ 事業所の概要  

  事業所の種類   訪問介護、第一号訪問事業所及び自費サービス  

  事 業 の 目 的         介護保険法の理念に基づき、要介護状態、要支援状態及び事業対           

象の状態にある高齢者に対し、適正な訪問介護、第一号訪問事業           

及び自費サービスを提供することを目的とする。  

  名 称         秋田けやき会訪問介護ステーション  

  所 在 地         秋田県秋田市御所野下堤五丁目１番５号  

  電 話 番 号         ０１８－８３８－６３８４  

  管 理 者 氏 名         菊地 香代子  

  運 営 方 針         要介護者、要支援者及び事業対象者等の心身の特性を踏まえて、           

可能な限りその居宅において、要介護、要支援及び事業対象の状           

態の維持若しくは改善を図り、又は要介護、要支援及び事業対象           

の状態となることを予防し、自立した日常生活を営むことができ           

るよう、入浴、排せつ、食事の介護その他の生活全般にわたる援           

助を行うものとする。  

           また、事業の実施に当たっては、関係市町村、地域の保健・医療           

・福祉サービスとの綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供           

に努める。  

  開 設 年 月 日         平成１２年４月１日  

  交 通 の 便         バス／秋田駅より中央シルバーエリア下車  

  通常の事業の実施地域  

           秋田市全域  



 

 

  営業日及び営業時間  

営 業 日     
月曜日から土曜日  

（ただし、国民の祝日および１２月２９日～１月３日を除く） 

営業時間 午前８時３０分から午後５時３０分まで 

※緊急やむを得ない事情等の場合は、営業日・営業時間以外でも訪問介護等の提供

を行うものとする。  

 

３ 職員の体制  

当事業所では、ご利用者に対して訪問介護、第一号訪問事業及び自費サービスを提供

する職員として、以下の職種の職員を配置しています。  

  （令和８年４月１日現在）  

職   種  職 務  内  容  人 員  

１．管理者 
事業所の従業者及び業務の管理を一元的

に行います。 

１人  

サービス提

供責任者と

兼務  

２．サービス提供責任者 

訪問介護、第一号訪問事業及び自費サービ

スの利用申込みに係る調整、訪問介護員

に対する技術指導、訪問介護計画の作成

等を行います。  

１人以上  

訪問介護員

と兼務  

３．訪問介護員 
訪問介護計画に基づき、サービス提供を

行います。 

常勤換算 

２.５人以上 

 

４ サービスの内容  

（１）当事業所では、利用者の意向や心身の状況等のアセスメントを行い、援助の目標、

当該目標を達成するための具体的なサービス内容等を記載した「訪問介護計画」を

作成します。訪問介護計画は利用者や家族等に説明を行い、同意を得た上で交付し

ます。なお、訪問介護計画は必要に応じて見直し等を行います。  

（２）訪問介護及び第一号訪問事業として、下記のサービス内容から訪問介護計画

に位置付けられたサービスを提供します。なお、居宅介護支援事業所または地

域包括支援センターの担当職員が居宅サービス計画等（居宅サービス計画または介

護予防サービス計画）を作成している場合は、当該計画に沿ってサービスを提供し

ます。  

（３）訪問介護及び第一号訪問事業及び自費サービス  

   以下のサービスを利用できます。なお、個々のサービス提供にあたっては、利用者

の身体状況や生活実態等に即し、柔軟に対応します。  



 

 

サービス内容 

区分と種類  内容  

身
体
介
護 

排せつ介助  
トイレやポータブルトイレの利用の介助をします。  

おむつ交換等を行います。  

食事介助  食事の介助を行います。  

入浴・清拭・身体

整容介助  

入浴の介助または、入浴が困難な方は体を拭く（清拭）、等の

介助をします。  

整容（爪切り・整髪等）、更衣介助を行います。  

体位変換  
状態に応じて体位変換（仰向け・横向き等）や楽な姿勢が保て

るよう介助します。  

通院・外出介助  

目的地までの移動に伴う準備や交通機関の乗降介助を行います。 

受診時の手続きや院内での移動等についても、必要に応じて支

援します。  

起床・就寝介助  
起床・就寝時の身支度、起き上がりや移動の介助、および安楽

な姿勢の保持や健康状態の確認などを行います。  

服薬介助  
服薬時の水の準備等を行い、飲み忘れがないよう確認しながら

安全に服薬できるよう支援します。  

見守り的援助  
見守りや声かけを行いながら、利用者とともに日常生活動作 

（移動、掃除等）を行い、必要に応じて介助します。  

その他  その他日常生活を営むために必要な身体介護を行います。  

生
活
援
助 

掃除  
利用者が主に活用されるスペース（居室、トイレ、卓上等）の

清掃、およびゴミ出しを行います。  

洗濯  利用者の衣類等の洗濯を行います。  

ベッドメイク  利用者のベッドのシーツ・布団カバーの交換等を行います。  

衣類整理・被服補

修  

利用者の衣類整理（夏・冬物等の入れ替え等）を行います。  

衣類の補修を行います。  

調理、配下膳  利用者のための一般的な調理、配膳、後片付けを行います。  

買い物・薬の受け

取り  

利用者の日常生活に必要となる物品の買い物や薬の受け取りを

代行します。※預貯金の引き出しや預け入れは行いません。  

その他  その他日常生活を営むために必要な家事の援助をします。  

※同居のご家族がいる場合の生活援助は、やむを得ない事情がある場合に限り提供します。 

※生活援助は利用者への支援であり、ご家族分の調理、洗濯、買い物、お部屋の掃除などは行

えません。  

※利用者が使用する居室以外の共有部分（玄関、居間、台所、浴室、トイレ等）の掃除は、

原則として対象外となります。  

※日常生活の範囲を超える家事（大掃除や窓拭き、庭の手入れ等）は対象外となります。 

※「第一号訪問事業」のうち、「訪問型サービスＡ」は「生活援助」サービスのみを行います。 



 

 

※自費サービスは、介護保険サービスを基本として、事前に協議のうえ内容を決定します。  

 

５ 利用料金  

（１）介護保険の給付または第一号事業支給費の対象となるサービス  

      利用者の介護度に応じたサービス利用料金から介護保険給付額または第一号事業

支給費を差し引いた差額分（自己負担分：所得に応じてサービス利用料金の１割、

２割または３割）をお支払いいただきます。  

 

  ★ 基本サービス費、各種加算の詳細につきましては別表１及び２を参照下さい。  

  ★ 利用者がまだ要介護等の認定を受けていない場合には、サービス利用料金の全額を

いったんお支払いいただきます。要介護等の認定を受けた後、自己負担額を除く金

額が介護保険から払い戻されます（償還払い）。償還払いとなる場合、利用者が保

険給付の申請を行うために必要となる事項を記載した「サービス提供証明書」を交

付します。  

  ★ 介護保険からの給付額または第一号事業支給費に変更があった場合、変更された額

に合わせて、利用者の負担額を変更します。  

 

（２）介護保険の給付または第一号事業支給費の対象とならないサービス  

      介護保険給付または第一号事業支給費の支給限度額を超えてサービスを利用され

る場合は、サービス利用料の全額が利用者の負担となります。  

（３）自費サービス  

   介護保険給付または第一号事業給付費によらないサービスを利用される場合は、事   

前に協議のうえ別表３に基づき利用料金をお支払いいただきます。  

（４）交通費  

   この事業による訪問介護、介護予防訪問介護及び第一号訪問事業に要した交通費は  

徴収しません。   

（５）利用料の支払い  

      サービスの利用料金は１ヶ月ごとに計算しご請求しますので、利用者はこれを当事  

業所が指定する方法でお支払いください。お支払いいただきますと、領収書を発行

します。  

 

６ サービスの利用に関する留意事項  

（１）サービス実施時の留意事項  

① 訪問介護、第一号訪問事業及び自費サービスの実施に関する指示・命令  

訪問介護、第一号訪問事業及び自費サービスの実施に関する指示・命令はすべて事

業者が行います。但し、事業者は訪問介護、第一号訪問事業及び自費サービスの実

施にあたって利用者の事情・意向等に十分に配慮するものとします。  

② 備品等の使用  

訪問介護、第一号訪問事業及び自費サービス実施のために必要な備品等（水道・ガ

ス・電気を含む）は無償で使用させていただきます。  

（２）サービス内容の変更  

サービス利用当日に、利用者の体調等の理由で予定されていたサービスの実施がで



 

 

きない場合には、サービス内容の変更を行います。その場合、事業者は変更したサ

ービスの内容と時間に応じたサービス利用料金を請求します。  

（３）利用開始前のサービスの中止  

利用予定日前日の午後５時までに通知なく、サービスを中止された場合には取消料

として当該サービスに係る人件費等の実費相当額をご負担いただく場合がありま

す。ただし、利用者の正当な事由がある場合にはこの限りではありません。  

（４）サービスの終了  

① 利用者の都合でサービスを終了する場合  

サービスの終了を希望する日の１週間前までに文書でお申し出下さい。  

② 当事業所の都合でサービスを終了する場合  

人員不足等やむを得ない事情により、サービスの提供を終了させていただく場合

がございます。その場合は、終了１ヶ月前までに文書で通知いたします。  

③ 自動終了  

以下の場合は、双方の通知がなくても、自動的にサービスを終了いたします。  

 利用者が介護保険施設に入所した場合  

 利用者の介護認定区分が非該当（事業対象者を除く）になった場合  

 利用者がお亡くなりになった場合  

④ その他  

 当事業所が正当な理由なくサービスを提供しない場合、守秘義務に反した場合、

利用者や家族などに対して社会通念を逸脱する行為を行った場合、または当事

業所が破産した場合、利用者は文書で解約を通知することによって即座にサー

ビスを終了することができます。  

 利用者が、サービス利用料金の支払を６ヶ月以上遅滞し、相当期間を定めた催

告にもかかわらず支払わない場合、または利用者や家族などが当事業所や当事

業所のサービス従業者に対してハラスメント行為や本契約を継続し難いほど

の背信行為を行った場合は、文書で通知することにより、即座にサービスを終

了させていただく場合がございます。  

 

７ 事故発生時の対応  

① 訪問介護、第一号訪問事業及び自費サービスの提供により事故が発生した場合は、

利用者の家族、市町村及び当該利用者に係る居宅介護支援事業所および地域包括支

援センターに対しても、速やかに連絡を行う等必要な措置を講ずるとともに、事故

の状況や処置について記録し報告します。  

② 当事業所の責任で事故が発生した場合には、速やかに誠意をもって損害賠償を行い

ます。ただし、利用者の過失や、予測出来ない事態による事故の場合は、損害賠償

を行わない、又は損害賠償の額を減じることがあります。  

 

８ 緊急時の対応  

当事業所は、訪問介護、第一号訪問事業及び自費サービスの提供を行っているときに

利用者の病状の急変が生じた場合その他必要な場合は、速やかに主治医に連絡する等必

要な措置を講じます。  

 



 

 

９ 虐待の防止対策  

（１） 事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必要な

措置を講じています。  

① 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結果につ

いて従業者に周知徹底を図っています。  

② 虐待防止のための指針を整備しています。  

③ 職員に対する虐待防止を普及・啓発するための研修を定期的に実施しています。  

④ 虐待防止に関する措置を適切に実施するための担当者を配置しています。  

虐待防止に関する担当者  管理者 菊地  香代子  

 

（２）サービス提供中に、虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに保

険者又は地域包括支援センターへ通報します。  

 

１０ 身体拘束等の適正化  

利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を

除き、身体的拘束等は行いません。身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、

その際の利用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録します。  

 

１１ 感染症の予防及びまん延防止のための措置  

事業者は、感染症の予防及びまん延防止のために、次に掲げるとおり必要な措置を

講じています。  

（１） 感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会を概ね６月に１回以

上開催するとともに、その結果について職員に周知徹底を図っています。  

（２） 感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備しています。  

（３） 職員に対する感染症の予防及びまん延防止のための研修を定期的に実施してい

ます。  

 

１２ 業務継続計画の策定  

事業者は、感染症や自然災害発生時でも利用者への居宅介護を継続的に実施するた

め、非常時の体制で早期の業務再開を図るための業務継続計画を策定し、当該業務継

続計画に従って必要な措置を講じています。  

（１） 事業所内で業務継続計画を周知するとともに、研修及び訓練を定期的に実施して

います。  

（２） 定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更をして

います。  

 

１３ ハラスメント対策  

（１）事業所は職場におけるハラスメント防止に取り組み、職員が働きやすい環境づく

りを目指します。  

 （２）利用者が事業者の職員に対して行う、暴言・暴力・嫌がらせ・誹謗中傷等の

迷惑行為、セクシャルハラスメントなどの行為を禁止します。  



 

 

１４ 秘密保持  

サービス提供をする上で知り得た利用者及びその家族に関する秘密を正当な理由

なく第三者に漏らすことはありません。この守秘義務は、契約終了後も同様です。  

 

１５ 苦情受付窓口  

  当事業所に対する苦情やご相談は、以下の専用窓口で受付します。 

    ★ 公的機関へ直接の苦情申出もできます。 

  ★ 事業者と申出人同士の話し合いで解決できない場合は、社会福祉法第83条により

設置された運営適正化委員会で、中立、公正な立場で解決に向けての相談や助言

調査等を行います。 

 

●当事業所の苦情相談窓口  

秋田けやき会  

訪問介護ステーション  

住  所  秋田市御所野下堤五丁目１番５号  

電話番号   ０１８－８３８－６３８４  

Ｆ Ａ Ｘ  ０１８－８２６－０６５２  

担 当 者  菊地 香代子  石井 進一  

対応時間     午前８時30分～午後５時30分  

            ★緊急時は24時間対応  

 

●苦情解決責任者  

やすらぎホームけやき  

住  所  秋田市御所野下堤五丁目１番５号  

電話番号   ０１８－８２６－０６５１  

氏  名  施設長 柿崎 博行  

 

●公的機関の窓口  

秋田市介護保険課  

住  所     秋田市山王一丁目１－１  

電話番号     ０１８－８８８－５６７４  

Ｆ Ａ Ｘ    ０１８－８８８－５６７３  

対応時間     午前８時30分～午後５時15分  

秋田県国民健康保険  

団体連合会（国保連）  

住  所     秋田市山王四丁目２－３  

電話番号     ０１８－８８３－１５５０  

Ｆ Ａ Ｘ    ０１８－８８３－１５５１  

対応時間     午前９時～午後５時  

秋田県福祉サービス  

相談支援センター  

（運営適正化委員会）  

住  所  秋田市旭北栄町１－５  

電話番号     ０１８－８６４－２７２６  

Ｆ Ａ Ｘ    ０１８－８６４－２７４２  

対応時間     午前８時30分～午後５時  

                                ★土曜日、日曜日、祝日、年末年始を除く  

 


